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Facebook、ツイッター、ホームページぜひ、ご覧下さい。http://tamamoto-narumi.jp/   

つぶやき：「制度がわかりにくい・・・」 

 新型コロナウイルス感染対策の影響で、減収となっている

事業所への支援策が、不十分ながらも始まっています。 

 しかし、制度の説明をしても、わかりにくかったり、申請

がネットを通じてのみのものがあり、対応しにくいというか

たがおられます。窓口がいっぱいで３密にならないように、

郵便による申請になっているものもあり、申請には援助が必

要と実感しています。そこで、毎日相談活動はしています

が、集中日として、下記の通り、電話相談会を実施します。

ぜひ、わからないことなどお知らせください。 

 

北区電話相談会 ５月31日（日）、6月7日（日） 
  時間はいずれも、10時～16時 ☎４３２－３２６１ 

 北区の府会議員：浜田よしゆき、 

    市会議員：井坂博文、玉本なるみが担当します。 

 

  

  

  

 

左から井坂市議、玉本なるみ市議 

中野施設長、中野看護師 

京都市に対して、新型コロナウイルス感染対策につ

いて、日本共産党京都市会議員団が第4次の申し入れ 
 

 5月18日に第4回目となる新型コロナウイルス対策について

の申し入れをしました。 

 コロナ感染を防ぐために、自粛をしたり、仕事がなくなっ

たり、あらゆる行事が中止になる中で、暮らしや営業への状

況は甚大です。最近では新規を含め、コロナウイルスの陽性

患者さんの数は減ってきていますが、次に来るだろう第2波、

第3波に備えて、検査体制や医療体制の拡充が必要です。 

 

＜以下、主な申し入れ項目＞ 

●第一に国民全員に給付される『特定定額給付金』は一刻も

早 く給付すること。 

●医師が必要と判断したＰＣＲ検査体制を強化すること。 

●医療機関における減収の実態を把握し、補助金制度をつく

ること。 

●介護、障害福祉や保育などの事業所における減収による影

響の実態を把握し、事業の継続を保障すること。 

●文化芸術活動緊急奨励金、中小企業等緊急支援補助金制度

は予算増額すること。 

●すべての学生が休学・退学しなくてもいいように生活を支

援すること。 ・・・・・・等々。 
  

文化芸術活動緊急奨励金、中小企業等緊急支援補

助金の申請は、予算の倍を超えて殺到！ 
 

 文化芸術活動緊急奨励金は上限30万円の募集で予算は、

1億円の予定でしたが、1000件を超える申し込みで、下限

の20万円にしたとしても、予算は2億以上必要です。中小

企業等緊急支援補助金は上限30万円で予算10億円でした

が、1万件を超える申請があり、やはり倍の予算が必要な

状況となりました。 

 本来、収入が激減する中で、必要経費としての店舗の家

賃代や光熱水費、人件費などは補助金の対象にすべきです

が、対象にはならず、ホームページを作成したり、テイク

アウト事業を始めるなど、新しい取り組みを企画したとこ

ろへの補助金（文化は奨励金）となっています。 

 踏ん張っている事業者の皆さんが、何とか希望を持って

乗り越えてもらえるような取り組みを京都市が支援するよ

うに求めて頑張りたいと決意しています。 
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